
Ⅰ．自由の原理的意義 

①原理を離れた自由はない 

自由行動（ ←自由意志によって現れる ） ： 形状 

自由意志（ ← 心の発露 ）      ： 性相 

創造本然の人間：神のみ言（原理）を離れてその心が働くことができない 

 

②責任のない自由はない 

  原理によって創造された人間 ： 

⇒ それ自身の自由意志で、その責任分担を完遂することによってのみ完成 

     ∴自分の責任を行おうとする 

 

③実績のない自由はない 

  人間が自由（自由行動＆自由意志）で自身の責任分担を完遂しようとする目的 ： 

   ⇒ （創造目的を完成して）神を喜ばせ得る実績を立てようとするところ 

     ∴自由はつねに実績を追求する 

 

Ⅱ．本心の自由によって堕落することはない 

 

       「とって食べるな！」 

 

 

アダム・エバ ：神の干渉なしに、ただ本心の自由によって、その命令を守るべき 

 

           ・堕落前：不安と恐怖心を生ぜしめ原理から離れないよう作用 

           ・堕落後：神の前に帰るよう作用 

           本心の自由が指向する力よりも強い 

非原理的な愛の力により、自由が拘束されたところに起因 
 

          ⇒ 堕落により、自由を失った 

  ∴ 自由を求める目的 

      ＝ 自由意志による自由行動をもって、 

⇒ 原理的な責任と実績を立てて、 

            ⇒ 創造目的を完成しようとするところ 

 

Ⅲ．自由と堕落と復帰 

      授受作用                 授受作用 

      相対基準                 相対基準（真理のみ言に 従って） 

   

   エバ      ルーシェル               堕落人間 

        非原理的な愛の力           原理的な愛の力 

         ⇒ 堕落・堕落性本性       ⇒ 創造本性を復帰 

本心の自由 

自由 自由 

反対 

戒め 

堕落： 


